
特別の教科 道徳 Ｑ11 （小学校）

第５学年及び第６学年の内容項目はどのように改訂されたのですか。

★ ポイント

学習指導要領における内容項目をＡからＤのまとまりで示し，第５学年及び第６学年では

「よりよく生きる喜び」の内容項目が新設されています。

これまでの改訂内容との比較を改訂の理由及び文言の新設・変更（旧→新）・統合で示します。

第５学年及び第６学年

視点 内容項目 改訂の理由 文言の変更・追加等

(1)
善悪の判断，自律，

自分の意思に基づいて
変
旧「自律的で責任のある行動をする」

自由と責任
判断できるようにするた

更
↓

め 新「自律的に判断し，責任のある行動をする」

自分の安全に気を付け， 旧「生活習慣の大切さを知り」

(3) 節度，節制
生活習慣の意義や大切さ 変 ↓

などについての理解を深 更 新「安全に気を付けることや，生活習慣の大

められるようにするため 切さについて理解し」

個性の伸長に際して，
変
旧「悪い所を改めよい所を積極的に伸ばす」

(4) 個性の伸長 長所及び短所を明確にす
更
↓

Ａ るため 新「短所を改め長所を伸ばす」

旧「より高い目標を立て，希望と勇気をもっ

希望と勇気，努力と

目標に向かって不屈の
変

てくじけないで努力する」

(5)
強い意志

精神をもって努力するこ
更
↓

とができるようにするた 新「より高い目標を立て，希望と勇気をもち，

め 困難があってもくじけずに努力して物事

をやり抜く」

探究心を養うことを重

旧「進んで新しいものを求め，工夫して生活

(6) 真理の探究
視するため

変 をよりよくする」

更 ↓

新「物事を探究しようとする心をもつ」

現在の生活への感謝の 変 旧「人々の支え合い」

(8) 念を深められるようにす 更 ↓感謝

るために 新「家族や過去からの多くの人々の支え合い」

旧「男女仲よく協力し助け合う」

(10) 友情，信頼
人間関係を構築できる 変 ↓

ようにするため 更 新「異性についても理解しながら，人間関係

Ｂ を築いていく」

新
「自分の考えや意見を相手に伝えるとともに」

(11) 相互理解，寛容
自らの考えをもって他 設

の立場や考えを受け入れ
変
旧「自分と異なる意見や立場を大切にする」

ることを重視するため
更
↓

新「自分と異なる意見や立場を尊重する」



主体性をもってきまり
旧「公徳心をもって法やきまりを守り」

規則の尊重
や規則を守ることをより

変
↓(12)

一層重視するため

更
新「法やきまりの意義を理解した上で進んで

それらを守り」

旧「差別をすることや偏見をもつことなく公

(13)
公正，公平，社会正 偏見や差別を許さない 変

平，公正にし」

義 態度を重視するため 更
↓

新「差別をすることや偏見をもつことなく，

公正，公平な態度で接し」

旧「働くことの意義を理解し，社会に奉仕す

る喜びを知って公共のために役に立つこ

(14) 勤労，公共の精神
奉仕の精神の涵養を重 変

とをする」

視するため 更
↓

新「働くことや社会に奉仕することの充実感

を味わうとともに，その意義を理解し，

公共のために役に立つことをする」

「身近な集団に進んで参加し，自分の役割を

Ｃ
統

自覚し，協力して主体的に責任を果たす」

合
ことは，集団や社会との関わりに関するい

ずれの内容にも関係するため，この趣旨を

学級生活の充実及び学 学校との関わりに関する内容に含めた。

(16)
よりよい学校生活， 校の様々な集団における 旧「みんなで協力し合いよりよい校風をつく

集団生活の充実 役割遂行を重視するため

変

る」

更

↓

新「みんなで協力し合ってよりよい学級や学

校をつくるとともに，様々な集団の中で

の自分の役割を自覚して集団生活の充実

に努める」

伝統と文化の尊重， 日本人としての帰属意
変
旧「郷土や我が国」「郷土や国」

(17) 国や郷土を愛する態 識及び社会的な広がりを
更
↓

度 再考したため 新「我が国や郷土」「国や郷土」

旧「外国の人々や文化を大切にする心をもち，

変
日本人としての自覚をもって世界の人々

(18) 国際理解，国際親善
多様な文化を尊重し，

更
と親善に努める」

国際親善に努めることを ↓

重視するため 新「他国の人々や文化について理解し，日本

人としての自覚をもって国際親善に努め

る」

旧「生命がかけがえのないものであることを

(19)

生命のかけがえのなさ
変

知り，自他の生命を尊重する」

生命の尊さ についての理解を深めら
更

↓

れるようにするため
新「生命が多くの生命のつながりの中にある

かけがえのないものであることを理解し，

Ｄ
生命を尊重すること」

畏敬の念の対象を広く
変
旧「美しいもの」

(21) 感動，畏敬の念 捉えられるようにするた
更
↓

め 新「美しいものや気高いもの」

人間としてのよさを見
新
「よりよく生きようとする人間の強さや気高

(22) よりよく生きる喜び いだしていくことができ
設

さを理解し，人間として生きる喜びを感じ

るようにするため ること」


